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	 言わずもがなですが、歯科診療には抜歯をはじめ観血的処置が多くあります。また、支台歯形

成でも、歯肉からの出血をきたすことはまれではありません。加えて歯科治療器具には鋭利なも

のや、尖ったものが少なくありません。そのため、歯科診療においては他の医療分野に比較し、

血液、体液の経皮的曝露の頻度は高いと推測されます。	

	 平成19年の医療法改正の際に一般歯科医院においても、医療安全の一部として感染対策の実行

が義務であることが明確に示されています。その中で経皮的曝露時の対応準備も求められていま

す。その対応として、歯科医師会からの配布マニュアルや感染対策の書籍には経皮的曝露時の対

応チャートが記載されています。では、実際に経皮的曝露が発生した時にそのチャートに則り行

動に移すことができますか？	

	 例えば、チャートに則るには曝露源の血液検査が必要ですが、採血や血液検査をどこで行いま

すか？曝露源の血液検査ができない時はどうしますか？すなわち、経皮的曝露時の対応の仕方は

図示されているものの、その図の隙間に隠れている意味を理解し備えておかねば対応はできない

のです。名古屋医療センターは東海ブロックのエイズ診療ブロック拠点です。そのためか、時々、

歯科医院やその従業員の方から経皮的曝露時の相談の連絡がありますが、やはり、あまり（ほと

んど）理解されていない感がします。そこで本講演では、成書などではなかなか示されにくい歯

科医療時の経皮的曝露について解説したいと思います。	
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